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•加藤厚労大臣が11
日の講演会で第９波
が来ていると発言
•政府は流行の波を数
えていない
•でも数字から見ると
感染は増加している
•気を付けてほしい

•これが一般論として
広がっているのか



•厚生労働省のHPには
左のような資料が掲載
されている

•これについてのコメント
は掲載されていない

•政府として国民に納得
いくような説明をしない
のはなぜなのか

•図表を読んで自己判断
しなさいという事？



国・自治体の対応
•今回調べていく中で感じた事

•危険性が高いことが伝わる内
容ではないと感じた

•Topのお知らせの所にｲﾝﾌﾙｴ
ﾝｻﾞが増えていますという表示

•感染症対策をｸﾘｯｸして次へ

•PCやｽﾏﾎを持たない人はこの
情報すら知ることは出来ない



•東京都保健医
療局のHP

•どこにも注意を
引くものがない

•感染状況

•変異株情報

•ここから次々に
選択していか
ないとダメ

•訴求力感ぜず



東京都のHP
に掲載され
ている資料

EG.5が主流
になってい
るというの
はここにた
どりつた人
が判断する



ここにたどりついて初めて高齢者の患者数が第８波
を超えているという事がわかった



検査料が有料になったこともあり
医療機関に行かない人が多い

実数が把握しにくい





テレビのワイドショーなどでは扱う
•新聞の１面では扱わず

•地方面に出てくる



１面にはない
２１面の地方版に出る



テレビのワイドショーなどでは扱う
•新聞の１面では扱わず
•地方面に出てくる
•週刊誌ではほとんど扱わない
•テレビのニュースでは扱うことも
•街頭にある電光掲示板でも扱わない

•という事はあまり印象に残らないということに
•危機感をあおるわけではないが状況を正しく知る必
要はあると考える



ハリウッドで起きているストライキ

ニュースを見ていて驚いたAI技術

AIが脚本を作ったり出演した映画
をうまく加工して使用する



驚きの技術 観る方には便利だが



第二次岸田再改造内閣発足



•岸田内閣の
支持率低下

•「変化を力に
する内閣」

•組閣は各派
閥のﾊﾞﾗﾝｽを
取っている

•重要職は留
任

11人が初入閣
女性閣僚が５人
担当部署の未経験者



幹事長 再任 政調会長 総務会長 選対委委員長

茂木 敏充(67)
＝衆⑩ 茂木派

萩生田紘一(60）
＝衆⑥ 安部派

森山 裕(78)
＝衆⑦参①
森山派

小渕 優子(49)
＝衆⑧ 茂木派



派閥に考慮した布陣 世襲も変わらず

•派閥で4位の岸田派

•それぞれに配慮

•来年の総裁選挙再選
を狙う

•10月に臨時国会

• 補欠選挙も

•解散総選挙も視野



岸田首相の考えは
•30%台になっている支持率を回復させたい

•新閣僚発表時の最初に挙げた経済対策

•賃金アップを実現した

•原発対策 原発再稼働と運転寿命延長

•防衛政策 敵地攻撃能力など

•自民党総裁選挙の対抗馬不足

•各派閥を取り込むことによって安定基盤つくり

•秋に総選挙があれば閣僚はそこまでのもの

安部政権ができなかった事



第二次岸田再改造内閣で女性が多く登用？
•今回の内閣では５人の女性閣僚が就任している

•前回が２人だったのでかなり多くなったように感じる

•現在まだ確定しない副大臣・政務官人事について

•前回は副大臣４人 政務官６人 の女性を登用

•今回の副大臣については全て男性と言われている

•政務官はまだ不明

•ＳＤＧｓの5.ジェンダー平等を実現しようについて岸
田氏はどう考えているのだろうか



モロッコの地震



9月8日
M6.8
ｱﾄﾗｽ
山脈内
ﾏﾗｹｼｭ
等被害
大
復旧が
遅れて
いる



• アフリカプレートが北上

• ユーラシアプレートを押し上げる

• 押し上げられた所がアルプス山脈・ジナルア
ルプス山脈・カルパー山脈など

• ここは火山や地震が多い

• 今回はアフリカ側のアトラス山脈内で発生



マラケシュ市内
クトゥビーヤ・モスク



サアード朝墳墓 ムハンマドの子孫として16～１７世紀にこの地にいた



12世紀に作られたメナラ庭園



ジャマ・エル・フナ広場



バザール







北アフリカに多い建物の作り方
•日干しレンガ作りの家が多い

•泥を固めて天日干し

•それを積み上げていく

•接着剤は泥

•鉄筋が入っていない

•雨が少ないので問題なし

•リビアの洪水は地中海性

気候で雨は降る





リビアで洪水が発生



リビアの大洪水で死者多数
•9月10～12日にリビアを
襲ったﾊﾘｹｰﾝ｢ﾒﾃﾞｨｹｰﾝ」に
よって大雨が降る

•東部のデルナ近辺にあっ
たダムが決壊

•高さ約７mの洪水が押し寄
せる

•デルナ市街地の多くのア
パートなどが倒壊









ここまで被害が拡大した理由
•2011年にｶﾀﾞﾌｨｰ大佐の独裁政治が終了＝ｱﾗﾌﾞの春

•欧米の支援も入って民主化が進むかに見えた

•しかし派閥の対立で国内は混乱

•現在は西部の暫定政府と東部の武力組織の対立

•選挙も行われず治安状況も悪化したまま

•今回決壊したダムも補修が必要だったがされず

•正しい気象情報や避難情報が出されず

•アフリカの縮図のような国家



金正恩・プーチン会談



•ロシア異例の対応

•遅刻魔のﾌﾟｰﾁﾝ氏が30分も
前にスタンバイ

•挨拶も長かった

•晩餐会も豪華なものを用意

•ロシア側としては最重要の
賓客であると対応

•会談で金正恩がﾌﾟｰﾁﾝの訪
鮮を打診



なぜ今会談が開かれるのか？
•9月10～13日 ｳﾗｼﾞｵｽﾄｸで東方経済ﾌｫｰﾗﾑ開催

•68の国地域から7000人超えの参加者

•ﾛｼｱを中心にした経済投資等を話合い契約する

•9月12日 ﾌﾟｰﾁﾝ大統領はこの会議に出席

•その足でボストーチヌイ宇宙基地へ向かう

•金正恩総書記もｳﾗｼﾞｵｽﾄｸに行かずに基地に直行

•ここで会談

•金・ﾌﾟｰﾁﾝにとってこれが重要



この会談で話し合われたこと
•金正恩側として
• ここにきて２回連続人工衛星打ち上げに失敗
•9月8日 新型の戦術核攻撃潜水艦が進水する
• 水中発射型の小型核ミサイル発射可能
• まだ小型化された戦術核が完成していない
•プーチン側として
•ウクライナ侵攻で深刻な弾薬不足に陥っている
•北朝鮮はソ連の援助で兵器を開発 ＞すぐ使用可
•国連安保理で問題になってもロシアが拒否権を使えば
制裁等はない



会談場
所はﾎﾞｽ
ﾄｰﾁﾇｲ宇
宙基地

•中国は現状では静観

•ロシアは北朝鮮と交渉するこ
とによって中国を牽制

•北朝鮮にとっては現状打開

•今後の東ｱｼﾞｱ情勢難しくなる



オーバーツリズム問題



新型コロナの感染が落ち着いて
•国内外での観光が活発になっている

•特に有名な観光地には多くの観光客が集中している

•問題になっているのが「オーバーツリズム」

•日本語では「観光公害」と訳す

•観光客が過剰に増加し、観光地の地域住民の生活
や自然環境に悪影響を与える

•交通渋滞、トイレの不足といったインフラの問題

•騒音やゴミの問題、環境破壊など



イタリアのベネチア
•ユネスコが7月31日に「危
機遺産」への指定を勧告

•自然環境の問題も

•気候変動等で高潮発生

•観光客が多すぎて住民
の生活に影響が出る

•日帰り観光客に入場料を
課すなどして得た収入を
対策費にする





日本でも問題になっている
•京都や鎌倉の例

•観光客が多すぎてバスや電車の運行が滞る

•舞妓さんを追いかける

•店舗の中に食べ物を持って入る

•トイレだけを借りに入ってくる

•写真スポットで交通に邪魔になるようなことをする

•ゴミの放置

•雇用が不安定なので人手不足も



世界遺産でもある富士山でも
•富士山は 自然遺産 文化遺産 どちらですか

•富士山が信仰や絵画などの対象として多くの人から
愛されている ＞芸術の源泉となっている

•なぜ自然遺産にならなかったのか

•オーバーツーリズムの問題

•富士山の開発が進み、ゴミや屎尿(しにょう)などを原
因とする環境の悪化が深刻

•これに対しては対策を取るように勧告されている



今年も話題になったこと
•年間20万人を超える登山者がいる

•これらの登山客の持ち込むゴミ、し尿問題が大きい

•3000mを超える高山に登るという認識不足

•軽装で登る（サンダル履きや半袖半ズボン）

•弾丸登山（山小屋で泊まることなく行動する）

•入山料を取ろうという提案もあるが決定されず

•入山規制をすると言っているが実際には効果なし









インドの思惑



G20議長モディー首相
昨年のG20で モディー首相



写真の中での違和感
•今年と去年のG20での写真
•机の上にある国名のサインが異なっている
•2022年では INDIA 2023年では BHARAT
•BHARATとは भारत （ﾋﾝﾃﾞｨｰ語表記）
•インド人は自国をこう呼んでいる
•古代ｲﾝﾄﾞの伝説上の王バラタ（Bharata）の領土の意
•1949年に正式に国名として採択された（憲法に表記）
•ｲﾝﾀﾞｽ川の古名 ｼﾝﾄﾞ ﾍﾟﾙｼｬ語でﾋﾝﾃﾞｨｰ ﾎﾟﾘﾄｶﾞﾙ人
がﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語にしたときにインドとなる



モディー首相
•インド憲法の第一条には、「インド、すなわちバーラト
は、諸州の連邦である」と記されている

•ヒンディー至上主義者として自国の表記を正式なも
のに変えたいと考えている

•来年のインド総選挙で政権を延長したい

•そのためには国民を結束させたい

•G20の議長国であるタイミングが最良と考える

•これから徐々に国際的に認知度を上げていく



モディー首相の考え
•G20という国際会議で自己の主張を前面に

•来年4～5月に行われる総選挙

•政権与党は人民党と国民会議の連立

インドは上院下院の二院制
上院は245名 任命制 6年
下院は543名 小選挙区制

5年（解散あり）



インド人民党
•1980年に結成される

•ヒンディー至上主義政党

•1998年初めて政権を担当

•2004年政権を離れる ｲｽﾗﾑ教徒の対立問題から

•2014年 モディー党首が率いて政権奪取

•一時はｲｽﾗﾑとの融和を訴えていたが次第に硬化

•モディー首相は極右の運動家であった

•次回の選挙で単独与党を狙いたい



私たちの知る国名が変わった
•欧米が呼んでいた名称がそのまま日本に入る

•ビルマがミャンマーに

•スワジランドがｴｽﾜﾆﾃｨｰに

•トルコがトゥルキエに 英語表記Turkey＞Türkiye

• 文化、文明、価値観をより正確に代表するため

•グルジアがジョージアに ロシアとの対立が原因

•グローバルサウス 過去の植民地支配からの脱却

＞植民地時代の呼称を変える
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